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今年は優れた個性を見つけよう 
理事長 小西清光 

 発達障害を新たな支援対象に加え、個々の障害のニーズにより細やかに対応すべく「特別支援教育」がス

タートして間もなく４年になります。発達障害に対する社会的な理解が進む中、通常学級に在籍しながら必

要に応じて障害に合わせた「通級指導」を受ける小中学生が全国的に増加しているそうですが、本県はほぼ

横ばいといのことです。本県の特別支援学級数は１０年間で２倍に増え、担任の特別支援教育免許保有率は

全国一であるそうですが、通級指導の担当教員は、県内２７９小中学校に対してわずか２０名で全国的にみ

て少ないとのことです。嶺南地区はどうでしょうか。１２月７日の県議会で「発達障害等支援員の増員と支

援体制に対する請願」が採択されていますが通級指導のニーズの高まる中で通常学級か特別支援学級か通級

指導を受けるのか、保護者の心は揺れ動くものと思われます。学力、運動のいずれとも全国トップである本

県の特別支援教育体制の充実を期待するものです。 

 ところで、昨年５月１日の文科省の調査では通級指導を受ける本県の小学生は２４６人などとの、中学生

は７１人、障害別ではLD（学習障害）９９人、情緒障害５９人、言語障害５４人、自閉症５３人、ADHD

（注意欠如多動性障害）３２人などとのことです。「物事に集中できない」「じっとしていられない」など

のADHDの小児・学童数は統計上では３～５％で、県内に３００人以上いると推定されます。歴史に名を

残した偉人やベンチャー企業経営者にはADHDの人が多いように、理解と支援次第では

子どもの優れた個性につながります。障害を理解せず叱ってばかりだと自尊心を低下させ

その後の二次障害にもつながりかねず、子どもの性格が荒れてしまったり、引きこもった

りすることになることもあるそうです。 

 教師や親、地域社会が発達障害についてもっと学習し理解を深めることがまず大切で

す。身近な親が気づき、その上で周囲がその子どもたちを支援すれば優れた多くの個性を

引き出せるものと思います。見逃していませんか？身近にいる子ども達の優れた個性を。                   

楽しい料理教室   １２月８日（水） 参加者１５名  感想 

○ 今日の料理教室で大根とちりめんじゃこの炒め物と蓮根のひき肉 

サンド揚げを作りました。蓮根のひき肉サンド揚げでは、小麦粉と 

たまご付けとパン粉付けや揚げ入れに挑戦して上手に出来て、食べ 

たら非常に美味しかったです。次はそば打ちですので、参加したい 

と思います。                     （N.T）         

○ 今日は、２回目の料理教室でした。今回も苦労しましたけれど、ねぎのとき

に力作とほめられたのが、すごくうれしかったです。いっぱい食べたのが、おい

しかったです。家でも夕食の参考にしたいと思います。報告でもすごくうれしい

ことがおこった夜のひとときでした。                （S.S） 

○ 最初は頭が痛かったけれど、大根とちりめんじゃこの炒め物とレンコンのひ

き肉サンド揚げが出来ました。一番美味しかったのはレンコンのひき肉サンド揚

げです。また食べたいなあと思いました。ごちそうさまでした。    （K.K）         

おわりの挨拶 

☆ 今年の料理教室はこれで終わりです。２回だけだったけど、どれもおいしいものばかりでした。ありがと

うございました。１月３０日（日）にそば打ち体験教室があります。ぜひみなさんおこしください。前までは、

５～６回あったこの料理教室も４年目に入って、人も増えて料理の品数も増えました。また来年もこの料理教

室がありますように。最後に講師の秦先生・北野先生ありがとうございました。          （T.I） 

 

  

 



そば打ち体験教室 １月３０日（日） 西公民館   めあて 「手の技を使って、おいしいおそばを作って食べよう」 

すくすくでは、毎月１回程度のペースで、どのクラスも調理の時間を取っています。包丁を振り回す子はい

なくなりましたが、手は柄の端しか握られないので、刃に力を伝えることがうまくできません。手首が固くて

泡立て器をうまく使えません。フライパンに注意が向くと玉じゃくしの中の生地をこぼしてしまいます。まだ

うまくできないことはたくさんありますが、回を重ねるごとに経験も重なり、技能が身につきます。私たちの

生活の中では、「食べる」ことは大きな領域を占めています。偏食が強い子が多いですが、食べることに意欲

を持ってほしいです。 

今回の「そば打ち体験教室」では、子ども達の主体性を生かして、希望者には、こどもグループを作ります。

家族グループや大人グループなども作って、そば打ちの腕を奮ってもらいます。説明をよく聞き、お手本をよ

く見て、最後まで頑張りましょう。さてどんなおそばが出来るでしょうか楽しみです。 

お客様    NPO法人手をつなぐ育成会 たんぽぽ の皆様  １５名  １２月 ９日（木） 

 雨の中をおいでいただいたたんぽぽの皆さんが、すくすくの現状について、熱心に耳を傾けてくださいまし

た。たんぽぽの皆さんからは、斎苑を中核にしている現在の活動を広く知っていただくと共に、新しく活動場

所を開拓したいという利用者の方々の熱い思いをお聞きいたしました。これからも同じ地域で活動する者とし

てお互いに力を合わせたいと思います。 

お客様       嶺南東養護学校小学部高学年担当の先生     １名  １２月１４日（火） 

子ども達により良いかかわりができるよう、在籍校の先生がすくすくの様子を見に来てくださいました。 

みんなちょっと緊張しましたが、うれしくてとても頑張りました。 

すくすくの指導は、少人数で週１回、１時間５０分との限定があります。学校集団の中で、どんな経過をた 

どってどんな言動をしているのかを知るのは、すくすくにとってもとても大切なことです。同じ基盤の上に立

っていなければ、子ども達の長所を見誤り角を矯める愚を犯す可能性があります。力を合わせるというささや

かな行動で、子ども達への理解を深めたいと思います。 

 

ありがとうございます 当会は年間を通じて、皆様に後援会募金のご協力をお願いして

おります。募金では主に常時活動の基礎を支えていただいています。ご厚

意に報えるよう努力いたします。  

おしらせ  すくすくに珍しい切手をたくさんご寄付くださった方がいらっしゃいま

す。ご希望の方には額面価格でお譲りいたします。TEL・FAXなどでご

連絡ください。 

予 定 

そば打ち体験教室    １月３０日（日） 午前・午後 西公民館 チラシにて申し込み必要 

資源回収活動      ２月 ３日（木）  ９：００～１２：００ 高音商店へ運び込み 

 企画会         ２月１３日（日） １４：００～１６：００ そば打ち反省・後半の行事ついて 

おもちゃ箱の会     ２月２７日（日） １４：００～１６：００ エレクトーン袋・鬼の袖 

ご協力ありがとうございました。 

おねがい  書き損じハガキがありましたらご寄付ください。切手に替えさせていただきたいと思います。 

      鍋帽子に使う綿がなくなりました。ご家庭で眠っている綿がありましたらご寄付ください。 

バザーの商品は常時受け付けております。大変申し訳ありませんが、電化製品・衣類は、ご遠慮申し上げます。 

バザー商品・・・・上田浩様 酒井民子様 森下博様 古川絢子様 菊水丸様 北方花江様 渡辺正規様 匿名様１名       

ペットボトルキャップ・・NPO法人手をつなぐ育成会たんぽぽ様 石本達也様 熊谷一枝様 浅海映子様  

渡辺正規様 匿名様１名          

文具・・・・・・・稲場秀夫様 上田浩様         ハガキ・・・・・・森下博様 

食品・・・・・・・NPO法人手をつなぐ育成会たんぽぽ様 村田春江様 宮本みちえ様 

使用済み切手・・・田中昭子様 古川綾子様 浅海映子様 小西清光様 田中昭子様 

書き損じ葉書・・・渡辺正規様           

 


